
                      平成 25 年７月 11 日 東京都社会福祉協議会 

第３期 東社協３か年計画（平成 25～27 年度新規重点事業計画）事業  

東京都社会福祉協議会「保育人材確保と保育のしごと啓発事業」について 
本事業では、「保育人材確保」と「保育人材の定着支援」に対する東社協のこれまでの取組みを強化するとともに、関係機関と連携し、一体的かつ効果的な方策を構築し、保育の職場選び

と 職場選びのミスマッチによる離職の防止を図る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年 5 月 8日 東京都社会福祉協議会総務部企画担当 

 

 

取組 

目的 

具 体 的 な 事 業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

養成校生徒 

潜在保育士 現役保育士 

中高生 

○保育士として求められてい

る役割や専門性について、次

世代を担う中高生に対して

啓発を行なう。“保育のしご

と”のやりがいだけでなく、

仕事内容の実態を伝えてい

くことで将来的なイメージ

とのミスマッチを防ぐ。 

○保育士のキャリア形成を支

援するための研修の場を充

実する。 

○「働き続けられる、魅力あ

る職場作り」のための職場

改善により、人材確保、定

着につなげる。 

中高生 養成校生徒 

潜在保育士 現役保育士 人 

材 

確 

保 

定 

着 

支 

援 

潜在保育士 現役保育士 中高生 養成校生徒 

  保育関連団体と連携した保育人材確保の充実強化 
背景  

○養成校出身者だけでなく、通信教育等で資格を取得し現場経験がない場合や、 

資格も現場経験もあるが長く現場を離れている等、保育士の状況は様々である。 

○東京都福祉人材センターでは、平成 21 年度より保育人材確保事業（東京都委 

託事業）を実施している。（平成 24 年度実績） 

■保育の仕事就職支援研修・就職相談会  ：3 区３市で 88 人採用 

■保育士就職支援セミナー（講義・実習） ：５区２市で 194 人参加 

■求職システムを通じた就職者数        ：52 人採用 

■保育人材確保と養成に関する連絡会（情報交換会）（21 校参加） 

２ 

 “保育のしごと”啓発事業 
背景  

○文部科学省は報告書「学校が社会と協働して一日も早くすべての児童生徒に充実したキャ 

リア教育を行うために」（平成 23 年 12 月）を作成している。 

・社会の「本物」に触れさせたり“働くことの喜び”を伝えると同時に、“世の中の実態 

や厳しさ”を伝え、子どもたちがその両面を学ぶことが重要。 

 ・次世代の地域・社会を担う若者を育てることは極めて重要であり、地域・社会や産業界 

も、公共を担う主体として果たすべき役割。 

○“保育のしごと”では子どもの育ちを支えるだけでなく、保護者や家庭の支援や地域との 

関係づくり等も行なわれている。将来“保育のしごと”を担う人材の確保や、ミスマッチ 

の解消のため、キャリア教育を通して“保育のしごと”の啓発推進が求められる。 
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取組 

 

 

 

  ○ 有資格者及び事業所の人材センター登録や活用の促進 

○ 説明会、セミナーのカリキュラム等の整理 

○ 就職前の職場体験 等 

○養成機関や保育関連団体と

連携し、保育人材確保の充実

強化を図る。 

○職場選びと職場のミスマッ

チによる離職の防止を図る。

目 標

マッチングの 
しくみ構築 事業所 

  保育士のキャリア形成と組織強化 
背景 

○都内の保育関連団体ではそれぞれ研修体系を持っているが、階層別研修は一部で行なわれているのみ。 

 保育内容の理解と実践技術以外にも、リーダーシップ、調整力、マネジメント力が求められている。 

○研修室が主催するマネジメント系研修では、平成 23 年に初めて保育所主任保育士を対象に指導的職員 

研修を実施。平成 24 年度より全ての職務階層において保育所へも積極的な研修案内を行なっている。 

（平成 24 年度実績 研修参加保育所数） 

職務階層別研修 モデル研修 研修基盤強化研修 経営研修 

新任 53 園 中核人材養成 32 園 ②研修担当者 34 園 経営基礎 ４園

中堅 53 園 指導職ﾁｬﾚﾝｼﾞ 9 園 ③OJT しくみ

づくり 

27 園 経営実務 ５園

①指導的職員 43 園 ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰﾓﾃﾞﾙ 1 園  

管理職 10 園  

（参加者における保育職員の割合、①18.6％、②22.５％、③42.2%） 
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取組 

○保育所に対して積極的
な研修周知を行い、主
にマネジメント系の研
修受講の機会を確保す
る。 

○“保育のしごと”にお
いて、経験に応じたキ
ャリアの形成が行える
よう支援する。 

保

育

所

待

機 
 

児

の

増

加

保

育

所

の

新 
 

設

保

育

士

の

不 
 

足

３つの柱 

 

キャリア教育支援 

 

（再）就職支援 

 

キャリア形成支援 

取組 

 
○東社協ユース向けホームぺージを

活用し“保育のしごと”について
情報発信を行う。 

 
○中学校の職場体験事業を視野に入

れて“保育のしごと”を啓発する
小冊子を作成し、キャリア教育と
保育所において活用する。 

東京都福祉 
人材センター 

有資格者   

目 標

目 標

主任保育士 

 

Ⅱ-2 

所管：東京都社会福祉協議会 1 総務部企画担当 2 東京都福祉人材センター人材情報室 3 東京都福祉人材センター研修室 



平成 25 年度「保育人材確保と保育のしごと啓発事業」年間スケジュール 
 

 事業名 年度目標 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 

１ 

保育のしごと啓発事業 

（所管：人材情報室） 

（所管：企画担当） 

26 年度に都内の保育所と中学校

に啓発資料を配付することを目

的に、学校における職場体験のキ

ャリア教育の具体的な展開内容

と保育所から期待される啓発内

容をふまえた啓発資料を開発す

る。 

          

 

 

   

２ 

保育関連団体と連携した

保育人材確保の充実強化 

（所管：人材情報室） 

保育人材確保事業を充実強化し

て採用実績を高めるとともに、保

育士登録者の中でも特に養成校

出身者でない者の東京都福祉人

材センターへの求職登録の増加

を図る。 

            

３ 

保育士のキャリア形成と

組織の強化 

（所管：研修室） 

マネジメント力向上に主眼を置

いた職務階層別研修ならびに職

場の研修基盤強化に主眼を置い

た研修担当者研修等に保育職員

の参加を促す。また、現行の研修

事業における保育職員のマネジ

メント研修の効果を検証する。 

             

            

 

※「保育のしごと啓発事業」は、保育士からスタートし、他の分野にも拡大をすすめる。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

養成校連絡会 

（東京都調査（予定）「過去５年の保育士登録者を対象とした実態調査」） 

保育人材確保事業 

保育士就職支援セミナー（7 月～２月）10 か所

就職支援研修・保育園就職相談会（7 月～12 月）６か所

学校・保育所等 ヒアリング 

ユースむけ HP 

福祉のしごと 
紹介コーナー（仮） 

 

小冊子 

指導的職員課程 

中堅職員のための中

核人材養成研修 
中堅前期課程 

4～6 月 

新任職員

課程 

中堅職員の

ための指導

職チャレン

ジ研修

管理職員課程 

事業所内研修

担当者研修

スーパービ

ジョン研修 

ＯＪＴ推

進研修


